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 第2表 のA系 列 は 酸 化 バ リ ウ ム添 加 量 の み 攣 へ た もの,B系 列 は 酸 化 モ リ ブ デ ン 添 加 量 の み

攣 へ た もの で あ る.第3表 に 分 離 した 結 晶 相 の 重 量 及 び 分 析 結 果 を 示 す.之 よ り勅 中 の 酸 化 モ

リ ブ デ ン 含 有 傘 小 な る 程,叉 酸 化 バ リ ウ ム 含 有 率 大 な る程 分 射1は 起 り難 い 事,分 離 し た 結 晶 相

は 主 と し てMoO3及 びNlミ20よ りな る こ とが わ か る.

 5)結 語 以 土 よ り,軸 バ ツ ヂ 中 にINaL・CO3,工laCO:}讐;が 共 イ1サ る 場 合 に は 少 く と も

1150℃ 迄 はMo(》3の 昇 華 逃 散 を恐 れ ろ必 要 は な い こ と,熔 融 時 の 粕 融 液0)分 相 を抑 え る に は

勅 中 のBaO含 有 率 の 堆 加 が 効 果 の あ るtと が わ か る.

 1) R.M. King, J. Amer. Cerum., Soc.,1935.18,319～320.; C. R, Amberg, J. Amer. Ceram., Soc.,

  1937,24,75.

2) K.Kaut7,, J. Amer。 Ceram., Soc.,1940,25,283,;Better Enameling,1948,19, Jan。,10.

              (日召 孝「1 24,年 7 月  9  日 受 理)

    15・鋳 鐵 に含 有 す る窒 素定 量分析 法 に就 て(第2報)

             澤 村  宏,津 田 昌 利

 現 在,我 々が 研 究 中の 他 の 問踵 に於 て鋳 鐵 に含有 す る化合 窒 素 の學 動 が 極 めて 重 要 な要 素 と

され る に鑑 み,此 れ の 分 析 方法 を昭 和11年 にH本 學 術 振 興 魯 が 制 定 した所i謂,標 準 法 を基 準 と

して研 究 中で あつ て共 第1報Dは 既 に稜 表 せ る虜 で あ る.普 通 の 鐡 鋼 中 の窒 素 は微 量 で あつ て

鋳 鐵 に含 有 され る化 合 窒 素 は主 と して窒 化鐵 で あ るが,猴,多 少 の窒 化 チ タ ン,窒 化 珪 素等 も

在 る と考 へ られ て 居 る.

   Fe2N, Fe4N2, IF'esNL,, Fe3N2, FeN. AIN. SiN, Si3N4, Si2N3.

   TiN, Ti2N2, Tl4N3. VN, V2N, VN2. Mo3×2, Mo5N3, Mo5-N4. Cr2N.

 第1圖 は分 析 法 の系 統 の 一 例 を示 す,學 振 法 は(i)に 廃 す るが,我 々は之 を稽 々修 正 して實

験 して居 り,装 置 は學 振 法 に擦 るが薮 で は 省 略 す る.

 何 れ に しで もHCI可 溶 主 液 中のN及 不溶 痩 渣 中 のNの 和 を以 て全 窒 素 量%と して居 る!
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叢では分析例蕨 示を省略するカシ 分析試料    第1國

の勲 は切削後・アル・一・・エーテル灘   試絹・(1:D昌、£、=τ分齢]  紬さ臨t

を以て充分浩浮化する必要がある.洗 源せぬ       捌      ユ並

場合には分析値の正確創茎肘 事が出來ぬ鮎を  ヲ 愛    礁 奄

實験的に明 らか とした.此 れは試料切削に際     無,       一

し附着 した油脂分の影響即ち機械油中の1{(冠基       協5伽     ■

購 撒翻 撫 灘 誓ll撒 惣 圃 向
K,mpf購 ・・が提 唱 せ る所 言胃Kj,1・1。hl法 を i(・%)・(・ ・)一 刊 ・……¥・Sf・s去 1

欄 して實 験 中 筋 、、㍉ 雌}解 。於 て は ll蟹+(c%)=τN%'嗜 撫 法

痩渣に附着 した水分を先づ充分除去せる後,  一『           一一一

分解時聞は少 く共4～6hrs.は 必要 と思われる.此 の操作 に於 ては可成 り多量の,qo:1等 が存在

する爲げ)之 を無硯して蒸溜過程に入ると分析値は極 めて不正確 となる.故 に實際の分析操作

上の問題 として充分注意する必要がある.

 次に11Cl可 溶の主液中のN%を のみ知 り度い目的の爲に, HCI不 溶痩渣 と濾別操作を省

略 して直ちに不溶淺渣 と共に蒸溜過程に進む方法が往々見受け られ るが,此 れに依 る分棚 直と

正常法の値 とを比較すれば,次 表の如 く梢 高々値を示す.此 れに依ればHCl可 溶主液中σ)N

即ち主 として窒化鐡,窒 化アル ミニウム以外の窒化物 も叉若干,蒸 溜申に可溶 となるものであ

るか,或 高値 を示す他の要素ありとも考えられるが,藪 では決定し難度い.
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                  HCI可 溶 三k液 中 のN%
    試 料 一一一一 一一一 一一一一一 一一 一一一一 一一一一 一一一一
           不溶性淺渣を濾別せる揚合のN%不 溶性淺渣を濾別せざる場合のN%

    日銑,糠 銑   ・…36  1  ・…ng
      ゲ                  0。0036           1           0.0048

      〃   ・・…6  1  …4・

 故 にIICI可 溶 主液 中 のNの み を 目的 とす る場 合 に も濾 別 して 蒸 溜 す る事 が 必要 であ る.

 11C1分 解 に於 け る他 の詳 細 な問 題 に就 て は第4報 に報 告 の豫 定 で`t')る.

 1) 化研 講演集,第18集,昭 和24年6刀.

 2) Arcliiv fiir das Eieenhutlenwessen l93q,49,41.

 1) 石橋雅 義著:重 量分析 實験指針93～97.

              (昭 和 24,年 6 月  26  H  受 ff里)
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